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情報数学 

中山クラス 
第１１週 

 

＜今日の内容＞ 
 

◇演習問題（前回）の解説 
◇小テスト予想問題の解説 
◇第２章 ベイズの定理とその応用 
  ２．ベイズ定理の変形 
  ３．壺の問題 

演習問題（前回）の解説 

パン屋が３軒あり，売っている種類は以下の通りである． 
Ａ店 あんパン，メロンパン，クロワッサン 
Ｂ店 サンドウィッチ，フランスパン，あんパン 
Ｃ店 メロンパン，あんパン，クリームパン 
 
＜ベイズの定理を用いて計算すること＞ 

1. ある人があんパンを買ったとき，それをＡ店で買った
確率を求めよ． 

2. ある人がメロンパンを買ったとき，それをＣ店で買っ
た確率を求めよ． 

3. ある人がフランスパンを買ったとき，それをＢ店で
買った確率を求めよ． 

＜１．の問題について＞ 
事象𝐹（カードｆである）・・・ Ａ店で買う 
事象𝑊（白色である） ・・・ あんパンを買う 

𝑃 𝐹 𝑊 =
𝑃 𝑊 𝐹 𝑃(𝐹)

𝑃(𝑊)
 

𝑃 𝐹 ：Ａ店で買う確率→３店から１店を選ぶ→１／３ 
𝑃 𝑊 𝐹 ：Ａ店の中であんパンを買う確率→３種類から１種 
       類を選ぶ→１／３ 
𝑃 𝑊 ：あんパンを買う確率→全ての組合せ９通り［①～⑨］ 
     からあんパンを含む組合せ［①，⑥，⑧］を選ぶ 
     →３／９＝１／３ 
全ての組合せ＝９通り 
①Ａーあんパン，②Ａーメロンパン，③Ａークロワッサン， 

④Ｂーサンドウィッチ，⑤Ｂーフランスパン，⑥Ｂーあんパン，
⑦Ｃーメロンパン，⑧Ｃーあんパン，⑨Ｃークリームパン 

＜１＞ 

𝑃 𝐹 𝑊 =
𝑃 𝑊 𝐹 𝑃(𝐹)

𝑃(𝑊)
 

 
𝑃 𝐹 ＝Ａ店で買う確率→１／３ 
𝑃 𝑊 𝐹 ＝Ａ店の中であんパンを買う確率→１／３ 
𝑃 𝑊 ＝あんパンを買う確率→３／９ 
 

𝑃 𝐹 𝑊 =

1
3
×
1
3

3
9

=
1

3
 

＜２＞ 

𝑃 𝐹 𝑊 =
𝑃 𝑊 𝐹 𝑃(𝐹)

𝑃(𝑊)
 

 
𝑃 𝐹 ＝Ｃ店で買う確率→１／３ 
𝑃 𝑊 𝐹 ＝Ｃ店の中でメロンパンを買う確率→１／３ 
𝑃 𝑊 ＝メロンパンを買う確率→［②，⑦］→２／９ 
 

𝑃 𝐹 𝑊 =

1
3 ×

1
3

2
9

=
1

2
 

＜３＞ 

𝑃 𝐹 𝑊 =
𝑃 𝑊 𝐹 𝑃(𝐹)

𝑃(𝑊)
 

 
𝑃 𝐹 ＝Ｂ店で買う確率→１／３ 
𝑃 𝑊 𝐹 ＝Ｂ店でフランスパンを買う確率→１／３ 
𝑃 𝑊 ＝フランスパンを買う確率→［⑤］→１／９ 
 

𝑃 𝐹 𝑊 =

1
3 ×

1
3

1
9

= 1 



2013/12/13 

2 

小テストの予想問題 

答えが数値の場合は分数（約分→簡単にする）また
は小数（有効数字３桁以内＜四捨五入＞）で表現． 
 
問題１＜確率の計算，同時確率＞ 
 

サイコロを投げたとき，奇数の目が出ることを事象Ａ，
３の倍数の目が出ることを事象Ｂとする． 
以下の確率を求めよ． 

𝑃 𝐴 , 𝑃 𝐵 , 𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) 
＜ヒント＞ 
全体：６通り 
𝑃 𝐴 : 1, 3, 5, 𝑃 𝐵 : 3, 6,  𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 :  3  

問題２＜二項分布＞ 
 
（１）サイコロを３回投げ，そのうち３の目が１回出る確 
   率を求めよ． 

𝑝1 =3 𝐶1
1

6

1

1 −
1

6

3−1

 

 
（２）コインを５回投げ，そのうち３回で表が出る確率を 
   求めよ． 

𝑝3 =5 𝐶3
1

2

3

1 −
1

2

5−3

 

𝑥 
3 −2 

𝑘 

𝑓(𝑥) 

0 

問題３＜確率分布＞ 
 

確率密度関数𝑓(𝑥)が下図で与えられる一様分布に
関して以下の問に答えよ． 
（１）𝑘を求めよ． 
（２）平均値𝜇を求めよ． 
（３）分散𝜎2を求めよ． 

問題４＜確率分布＞ 
 

確率密度関数𝑓(𝑥)が下図で与えられる一様分布に
関して以下の問に答えよ． 
（１）𝑘を求めよ． 
（２）平均値𝜇を求めよ． 
（３）分散𝜎2を求めよ． 

𝑥 
4 2 

𝑘 

𝑓(𝑥) 

0 

連続的な確率変数の確率密度関数，平均値，分散 
 
𝑘の値：確率密度関数の面積＝１より求める． 

 𝑓 𝑥 𝑑𝑥 = 1
∞

−∞

 

平均値（期待値） 

𝜇 =  𝑥𝑓 𝑥 𝑑𝑥
∞

−∞

 

分散 

𝜎2 =  𝑥 − 𝜇 2𝑓 𝑥 𝑑𝑥
∞

−∞

 

 
＊積分範囲は確率密度関数が定義されている範囲 

問題３ 
（１）𝑓(𝑥)の面積＝１より 

𝑘 3 + 2 = 5𝑘 = 1,  𝑘 = 1/5 
（２）平均値 

𝜇 =  𝑥𝑓 𝑥 𝑑𝑥 =  
1

5
𝑥𝑑𝑥

3

−2

∞

−∞

 

（３）分散 

𝜎2 =  𝑥 − 𝜇 2𝑓 𝑥 𝑑𝑥 =  𝑥 − 𝜇 2
1

5
𝑑𝑥

3

−2

∞

−∞

 

 
問題４ 

𝑓 𝑥 =  

𝑘

2
𝑥,     0 ≤ 𝑥 ≤ 2 

−
𝑘

2
𝑥 − 4 , 2 ≤ 𝑥 ≤ 4
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𝑥 
3 −2 

𝑘 

𝑓(𝑥) 

0 

問題５＜確率計算＞ 
 

確率密度関数𝑓(𝑥)が下図で与えられる一様分布に
関して以下の問に答えよ． 
（１）𝑘を求めよ． 
（２）確率変数が 0 ≤ 𝑥 ≤ 2の値を取る確率を求めよ． 

問題６＜確率計算＞ 
 

確率密度関数𝑓(𝑥)が下図で与えられる一様分布に
関して以下の問に答えよ． 
（１）𝑘を求めよ． 
（２）確率変数が 0 ≤ 𝑥 ≤ 2の値を取る確率を求めよ． 

𝑥 
3 −3 

𝑘 

𝑓(𝑥) 

0 

確率の計算：連続的な確率変数の場合 

𝑃 𝑎 ≤ 𝑥 ≤ 𝑏 =  𝑓 𝑥 𝑑𝑥
𝑏

𝑎

 

 
問題５（２） 

𝑓 𝑥 = 𝑘, −2 ≤ 𝑥 ≤ 3 

𝑃 0 ≤ 𝑥 ≤ 2 =  𝑘𝑑𝑥 = 2𝑘
2

0

 

 
問題６（２） 

𝑓 𝑥 = −
𝑘

3
𝑥 − 3 , 0 ≤ 𝑥 ≤ 3 

𝑃 0 ≤ 𝑥 ≤ 2 =  −
𝑘

3
𝑥 − 3 𝑑𝑥

2

0

 

問題７＜ポアソン分布における確率計算＞ 

ある都市の１日の交通事故死亡者数が３日間で１，２，３
人だとする．このような事象が起こる確率を求めよ． 
但し，死亡者数𝑥人に対する確率はポアソン分布に従うも
のとする．また，１日の平均死亡者数（期待値）は𝜃 = 1
人とする． 
 

   𝑓 𝑥 =
𝑒−𝜃𝜃𝑥

𝑥!
 

   𝑒 = 2.72  
 
◇式から計算 
◇グラフから読み取る 
◇表から読む 

𝑥 

𝜃 = 1 

𝜃 = 4 
𝜃 = 10 

ポアソン分布 

問題８＜条件付き確率＞ 
ある客船の乗客について以下のことが分かっている． 
 日本人が５０％である． 
 男性が６０％である． 
 日本人女性が２０％である． 

男性のなかから１人を選び出したとき，それが日本人で
ある確率を求めよ． 
 
＜解答例＞ 

𝑃 𝐵 𝐴 =
𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)

𝑃(𝐴)
, 𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 𝑃 𝐵 𝐴 𝑃(𝐴) 

事象Ａ：男性，事象Ｂ：日本人 
𝑃(𝐵|𝐴)：求めるもの．条件より， 
𝑃 𝐴 = 0.6, 𝑃 𝐵 = 0.5, 𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 0.5 − 0.2 = 0.3 

これらを上式に代入して𝑃(𝐵|𝐴)を求める． 

問題９＜条件付き確率＞ 
 
ある客船の乗客について以下のことが分かっている． 
 日本人男性が３０％である． 
 男性のなかで日本人は６０％である． 

乗客から１人を選んだとき，それが男性である確率を求
めよ． 
 
＜解答例＞ 

𝑃 𝐵 𝐴 =
𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)

𝑃(𝐴)
, 𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 𝑃 𝐵 𝐴 𝑃(𝐴) 

事象Ａ：男性，事象Ｂ：日本人，求めるもの：𝑃(𝐴) 
条件より，日本人男性：𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 0.3． 
       男性のなかの日本人の割合：𝑃 𝐵 𝐴 = 0.6． 
これらを上式に代入して𝑃(𝐴)を求める． 
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問題１０＜条件付き確率＞ 
 
ある客船の乗客について以下のことが分かっている． 
 日本人が５０％である． 
 日本人のなかで男性は６０％である． 

乗客から１人を選んだとき，それが日本人男性である確
率を求めよ． 
 
＜解答例＞ 

𝑃 𝐵 𝐴 =
𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)

𝑃(𝐴)
, 𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 𝑃 𝐵 𝐴 𝑃(𝐴) 

事象Ａ：日本人，事象Ｂ：男性，求めるもの：𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) 
条件より，日本人：𝑃 𝐴 = 0.5． 
       日本人のなかの男性の割合：𝑃 𝐵 𝐴 = 0.6． 
これらを上式に代入して𝑃(𝐴 ∩ 𝐵)を求める． 

問題１１＜ベイズの定理＞ 
 

★後で，説明する★ 
パン屋が３軒あり，売っている種類は以下の通りである． 
Ａ店 あんパン，メロンパン 
Ｂ店 クロワッサン，フランスパン，あんパン，ジャムパン 
Ｃ店 メロンパン，あんパン，クリームパン 
 
＜ベイズの定理を用いて計算すること＞ 

1. ある人があんパンを買ったとき，それをＡ店で買った
確率を求めよ． 

2. ある人がメロンパンを買ったとき，それをＣ店で買っ
た確率を求めよ． 

3. ある人がフランスパンを買ったとき，それをＢ店で
買った確率を求めよ． 

問題１２＜ベイズの定理＞ 
 

パン屋が３軒（Ａ店，Ｂ店，Ｃ店）あります．３軒のパン屋
で買い物をした１００人と各パン屋で聞いたところ，以下
のことが分かりました． 
 Ａ店でパンを買った人は３０人． 
 あんパンを買った人は２０人． 
 Ａ店におけるあんパンの割合は３０％である． 

あんパンを買った人のうち，Ａ店で買った人の割合（％）
を求めよ． 
＜解答例＞ 
  Ａ店：𝑋，あんパン：𝑌 → 求めるもの＝𝑃(𝑋|𝑌) 

𝑃 𝑋 𝑌 =
𝑃 𝑌 𝑋 𝑃(𝑋)

𝑃(𝑌)
 

𝑃 𝑋 = 0.3, 𝑃 𝑌 = 0.2, 𝑃 𝑌 𝑋 = 0.3 → 𝑃(𝑋|𝑌) 

問題１３＜ベイズの定理＞ 
 

パン屋が３軒（Ａ店，Ｂ店，Ｃ店）あります．３軒のパン屋
で買い物をした１００人に聞いたところ，以下のことが分
かりました． 
 Ｂ店でパンを買った人は３０人． 
 メロンパンを買った人は２０人． 

 メロンパンを買った人のうち，Ｂ店で買った人は１２人
であった． 

Ｂ店におけるメロンパンの割合（％）を求めよ． 
＜解答例＞ 
  Ｂ店：𝑋，メロンパン：𝑌 → 求めるもの＝𝑃(𝑌|𝑋) 

𝑃 𝑋 𝑌 =
𝑃 𝑌 𝑋 𝑃(𝑋)

𝑃(𝑌)
 

𝑃 𝑋 = 0.3, 𝑃 𝑌 = 0.2, 𝑃 𝑋 𝑌 = 0.6 → 𝑃(𝑌|𝑋) 

問題１４＜ベイズの定理＞ 
 

パン屋が３軒（Ａ店，Ｂ店，Ｃ店）あります．３軒のパン屋で
買い物をした１００人と各パン屋で聞いたところ，以下のこ
とが分かりました． 
 フランスパンを買った人は２０人． 
 フランスパンを買った人のうち，Ｃ店で買った人は１２人． 
 Ｃ店におけるフランスパンの割合は３０％． 
１００人のうち，Ｃ店でパンを買った人の割合（％）を求めよ． 
 
＜解答例＞ 
  Ｃ店：𝑋，フランスパン：𝑌 → 求めるもの＝𝑃(𝑋) 

𝑃 𝑋 𝑌 =
𝑃 𝑌 𝑋 𝑃(𝑋)

𝑃(𝑌)
 

𝑃 𝑌 = 0.2, 𝑃 𝑋|𝑌 = 0. 6, 𝑃 𝑌 𝑋 = 0.3 → 𝑃(𝑋) 

問題１５＜ベイズの定理＞ 
 

パン屋が３軒（Ａ店，Ｂ店，Ｃ店）あります．３軒のパン屋で
買い物をした１００人と各パン屋で聞いたところ，以下のこと
が分かりました． 
 Ａ店でパンを買った人は２０人． 
 Ａ店におけるクリームパンの割合は２０％． 

 クリームパンを買った人のうち，Ａ店で購入した人の割
合は４０％． 

１００人のうち，クリームパンを買った人の割合(%)を求めよ． 
＜解答例＞ 
  Ａ店：𝑋，クリームパン：𝑌 → 求めるもの＝𝑃(𝑌) 

𝑃 𝑋 𝑌 =
𝑃 𝑌 𝑋 𝑃(𝑋)

𝑃(𝑌)
 

𝑃 𝑋 = 0.2, 𝑃 𝑌|𝑋 = 0.2, 𝑃 𝑋 𝑌 = 0.4 → 𝑃(𝑌) 
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２ ベイズ定理の変形 p.48 

事象Ｂという結果をもたらす原因が複数ある場合 
 
＜例＞ 
事象Ａ1，Ａ2，Ａ3から事象Ｂが生じるものとする． 
事象Ａ1，Ａ2，Ａ3は同時には起こらない（共通部分がな
い）排反（排他的）であるとする． 
 
この場合，𝑃 𝐵 は次式で表される． 

𝑃 𝐵 = 𝑃 𝐵 ∩ 𝐴1 + 𝑃 𝐵 ∩ 𝐴2 + 𝑃(𝐵 ∩ 𝐴3) 
 
さらに，乗法定理により 

𝑃 𝐵 = 𝑃 𝐵 𝐴1 𝑃 𝐴1 + 𝑃 𝐵 𝐴2 𝑃 𝐴2
+ 𝑃 𝐵 𝐴3 𝑃(𝐴3) 

𝐴1 𝐴2 𝐴3 

𝐵 

𝐵 ∩ 𝐴1 𝐵 ∩ 𝐴2 𝐵 ∩ 𝐴3 

p.48 

𝑃 𝐵 = 𝑃 𝐵 ∩ 𝐴1 + 𝑃 𝐵 ∩ 𝐴2 + 𝑃(𝐵 ∩ 𝐴3) 
= 𝑃 𝐵 𝐴1 𝑃 𝐴1 + 𝑃 𝐵 𝐴2 𝑃 𝐴2 + 𝑃 𝐵 𝐴3 𝑃(𝐴3) 

ベイズ定理の変形 
 
事象Ｂが生じたとき，その原因がＡ1である確率 
 

𝑃 𝐴1 𝐵 =
𝑃 𝐵 𝐴1 𝑃(𝐴1)

𝑃(𝐵)
 

=
𝑃 𝐵 𝐴1 𝑃(𝐴1)

𝑃 𝐵 𝐴1 𝑃 𝐴1 + 𝑃 𝐵 𝐴2 𝑃 𝐴2 + 𝑃 𝐵 𝐴3 𝑃(𝐴3) 
 

 
以下の条件において用いられる 
 カードや箱の内容が分かっている→𝑃(𝐵|𝐴𝑖)． 
 カードや箱の選び方が排反（排他的）である． 
 カードや箱を選ぶ確率が分かっている→𝑃(𝐴𝑖)． 

例題 
３枚のカードｅ，ｆ，ｇが箱に入っている． 
   カードｅ：両面が白 
   カードｆ：片面が白，片面が黒 
   カードｇ：両面が黒 

１枚のカードを箱から無作為に取り出して，机上に置く． 
取り出したカードの上面が白のとき，そのカードがｆである
確率はいくらか． 
 
＜解答例＞ 
事象Ｅ：カードがｅである． 
事象Ｆ：カードがｆである． 
事象Ｇ：カードがｇである． 
事象Ｗ：上面の色が白である． 

𝐸 𝐹 𝐺 

𝑊 

𝑊 ∩ 𝐸 𝑊 ∩ 𝐹 𝑊 ∩ 𝐺 

カードｅ       カードｆ       カードｇ 

p.49 

𝑃 𝐹 𝑊 =
𝑃 𝑊 𝐹 𝑃(𝐹)

𝑃(𝑊)
 

=
𝑃(𝑊|𝐹)𝑃(𝐹)

𝑃 𝑊 𝐸 𝑃 𝐸 + 𝑃 𝑊 𝐹 𝑃 𝐹 + 𝑃 𝑊 𝐺 𝑃(𝐺) 
 

 
𝑃 𝑊 𝐸 = 1 ・・ カードｅが取り出されたとき，白である確率 
𝑃 𝑊 𝐹 = 1/2 ・・ カードｆが取り出されたとき，白である確率 
𝑃 𝑊 𝐺 = 0 ・・ カードｇが取り出されたとき，白である確率 
            （カードＸにおける白の割合（％）） 

𝑃 𝐸 = 𝑃 𝐹 = 𝑃 𝐺 = 1/3 ・・ 各カードを取り出す確率 

𝑃 𝐹 𝑊 =

1
2 ×

1
3

1 ×
1
3 +

1
2 ×

1
3 + 0 ×

1
3

=
1

3
 



2013/12/13 

6 

３ 壺の問題 p.51 

＜例１＞ 
 
二つの壺ａ，ｂがある． 
壺ａ ･･ 赤玉３個，白玉２個 （合計５個） 
壺ｂ ･･ 赤玉８個，白玉４個 （合計１２個） 
壺ａ，ｂが選ばれる割合は１：２ 
 

取り出された１個の玉が赤玉であったとき，それが壺ａ
から取り出された確率を求めよ． 

＜解答＞ 
事象Ａ： 壺ａから玉を取り出す 
事象Ｂ： 壺ｂから玉を取り出す 
事象Ｒ： 壺から取りだした玉が赤玉 
求める確率： 𝑃(𝐴|𝑅) 

𝑃(𝐴|𝑅) =
𝑃(𝑅|𝐴)𝑃(𝐴)

𝑃 𝑅 𝐴 𝑃 𝐴 + 𝑃 𝑅 𝐵 𝑃 𝐵  
 

条件より， 
𝑃 𝑅 𝐴 = 3/5, 𝑃 𝑅 𝐵 = 8/12 
𝑃 𝐴 = 1/3, 𝑃 𝐵 = 2/3 

これらを上式に代入する． 

𝑃 𝐴 𝑅 =

3
5
×
1
3

3
5
×
1
3 +

8
12 ×

2
3  
=
9

29
 

＜例２＞ 
 
二つの壺ａ，ｂがある． 
壺ａ ･･ 赤玉３個，白玉１個 
壺ｂ ･･ 赤玉２個，白玉２個 
 

１個取りだした玉が赤玉であったとき，それが壺ａから
取り出された確率を求めよ． 

＜解答＞ 
事象Ａ： 壺ａから玉を取り出す 
事象Ｂ： 壺ｂから玉を取り出す 
事象Ｒ： 壺から取りだした玉が赤玉 
求める確率： 𝑃(𝐴|𝑅) 

𝑃(𝐴|𝑅) =
𝑃(𝑅|𝐴)𝑃(𝐴)

𝑃 𝑅 𝐴 𝑃 𝐴 + 𝑃 𝑅 𝐵 𝑃 𝐵  
 

条件より，𝑃 𝑅 𝐴 = 3/5, 𝑃 𝑅 𝐵 = 8/12 
壺ａ，ｂを選ぶ確率は不明→同じ確率であるとする． 
                  「理由不十分の原則」 

𝑃 𝐴 = 1/2, 𝑃 𝐵 = 1/2 
これらを上式に代入する． 

𝑃 𝐴 𝑅 =

3
4
×
1
2

3
4
×
1
2
+
2
4
×
1
2

 
=
3

5
= 0.6 

この問題では下記の９通りが同じように確からしい（同じ確
率で生じる）ことを前提としている．すなわち，①～⑨が買
われる確率は全て同じで１／９である． 
①Ａーあんパン，②Ａーメロンパン，③Ａークロワッサン 

④Ｂーサンドウィッチ，⑤Ｂーフランスパン，⑥Ｂーあんパン
⑦Ｃーメロンパン，⑧Ｃーあんパン，⑨Ｃークリームパン 
 
事象𝐴：𝐴店で買う，事象𝑊：あんパンを買う 
①の確率：（Ａ店であんパンを買う確率：𝑃(𝑊 ∩ 𝐴)） 
  ＝（Ａ店が選ばれる確率：𝑃(𝐴)） 
    ×（Ａ店の中であんパンが選ばれる確率：𝑃(𝑊|𝐴)） 

𝑃 𝑊 ∩ 𝐴 = 𝑃 𝑊 𝐴 𝑃(𝐴) 
条件によっては，①～⑨が全て同じ１／９とは限らない． 

前回の演習問題（パン屋）について 

パン屋が選ばれる確率が異なる場合 
（各パン屋におけるパンの種類は３種類であるとする） 
 
（例）パン屋がＡ店：Ｂ店：Ｃ店＝１：２：３の割合で選ばれ 
   るとする． 
Ａ店が選ばれる確率＝１／６ 
Ｂ店が選ばれる確率＝２／６＝１／３ 
Ｃ店が選ばれる確率＝３／６＝１／２ 
 
この場合は，例えば 
①Ａ店のあんパンが買われる確率＝(1/6)x(1/3)=1/18 
⑧Ｃ店のあんパンが買われる確率＝(1/2)x(1/3)=1/6 
となり，「①～⑨が生じる確率は全て同じ1/9である」とい
う前提条件は成り立たない． 
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一般には，次の場合に①の確率は１／９にならない． 
 
 ３店のパンの種類が異なる場合 
  𝑃 𝑊 𝐹 = 1/3とは限らない 
  例：パンの種類が４種類→𝑃 𝑊 𝐹 = 1/4 
 
 各店が選ばれる確率が異なる場合 
    𝑃 𝐹 = 1/3とは限らない 
 

上記の２条件を考慮した確率（あんパンを買う確率）は次
のように表される． 
 
𝑃 𝑊 = 𝑃 𝑊|𝐴 𝑃 𝐴 + 𝑃 𝑊 𝐵 𝑃 𝐵 + 𝑃 𝑊 𝐶 𝑃(𝐶) 

   但し，𝑊 →あんパン，𝐴 → 𝐴店，𝐵 → 𝐵店，𝐶 → 𝐶店 

問題１１＜ベイズの定理＞ 
 
パン屋が３軒あり，売っている種類は以下の通りである． 
Ａ店 あんパン，メロンパン 
Ｂ店 クロワッサン，フランスパン，あんパン，ジャムパン 
Ｃ店 メロンパン，あんパン，クリームパン 
 
＜ベイズの定理を用いて計算すること＞ 

1. ある人があんパンを買ったとき，それをＡ店で買った
確率を求めよ． 

2. ある人がメロンパンを買ったとき，それをＣ店で買っ
た確率を求めよ． 

3. ある人がフランスパンを買ったとき，それをＢ店で
買った確率を求めよ． 

＜条件１＞ 
３店が選ばれる確率は同じである． 
各店において，ある種類のパンを買う確率は同じである． 
 
 Ａ店が選ばれる確率：𝑃 𝐴 = 1/3 
 Ａ店において，あんパンを買う確率：𝑃 𝑊 𝐴 = 1/2 
 Ａ店であんパンを買う確率： 

𝑃 𝑊 ∩ 𝐴 = 𝑃 𝑊 𝐴 𝑃 𝐴 =
1

2
⋅
1

3
=
1

6
 

 Ｂ店であんパンを買う確率 

𝑃(𝑊 ∩ 𝐵) = 𝑃 𝑊 𝐵 𝑃 𝐵 =
1

4
⋅
1

3
=
1

12
 

 Ｃ店であんパンを買う確率 

𝑃 𝑊 ∩ 𝐶 = 𝑃 𝑊 𝐶 𝑃 𝐶 =
1

3
⋅
1

3
=
1

9
 

 全体として，あんパンを買う確率 
𝑃 𝑊 = 𝑃 𝑊 𝐴 𝑃 𝐴 + 𝑃 𝑊 𝐵 𝑃 𝐵

+ 𝑃 𝑊 𝐶 𝑃(𝐶) 

=
1

2
⋅
1

3
+
1

4
⋅
1

3
+
1

3
⋅
1

3
=
13

36
= 0.36 

 
 全体として，メロンパンを買う確率 
𝑃 𝑀 = 𝑃 𝑀 𝐴 𝑃 𝐴 + 𝑃 𝑀 𝐵 𝑃 𝐵 + 𝑃 𝑀 𝐶 𝑃(𝐶) 

=
1

2
⋅
1

3
+
0

4
⋅
1

3
+
1

3
⋅
1

3
=
10

36
= 0.28 

＜条件２＞ 
各店において，ある種類のパンを買う確率は同じである． 
ある店であるパンを買う確率は全て同じである． 
 

この場合は，売っているパンの種類によって各店が選ば
れる確率が異なることになる． 

𝑃 𝐴 =
2

9
, 𝑃 𝐵 =

4

9
, 𝑃 𝐶 =

3

9
 

 
 Ａ店であんパンを買う確率 

𝑃 𝑊 ∩ 𝐴 = 𝑃 𝑊 𝐴 𝑃 𝐴 =
1

2
⋅
2

9
=
1

9
 

 Ｂ店であんパンを買う確率 

𝑃 𝑊 ∩ 𝐵 = 𝑃 𝑊 𝐵 𝑃 𝐵 =
1

4
⋅
4

9
=
1

9
 

条件２の場合は， 
 
全体において，○パンを買う確率 
＝（○パンを含む組合せの数）／（全ての組合せの数） 
 
あんパンを買う確率 

𝑃 𝑊 =
3

9
 

メロンパンを買う確率 

𝑃 𝑀 =
2

9
 

クリームパンを買う確率 

𝑃 𝐶 =
1

9
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各店におけるパンの種類が同じである場合は， 
次の条件が同時に成り立つ． 
（前回の演習問題がこれに該当する） 
 
 各店が選ばれる確率は同じである． 

𝑃 𝐴 = 𝑃 𝐵 = 𝑃 𝐶 = 1/3 
 

 各店において，ある種類のパンを買う確率は同じで
ある． 

𝑃 𝑋 𝐴 = 𝑃 𝑌 𝐵 = 𝑃 𝑊 𝐶 = 1/3 
 
 あるパンをある店で買う確率は同じである． 
𝑃 𝑋 𝐴 𝑃 𝐴 = 𝑃 𝑌 𝐵 𝑃 𝐵 = 𝑃 𝑊 𝐶 𝑃 𝐶 = 1/9 


